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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 45

沖縄県の動きをチェック！

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
信
連・経
済
連
が
統
合

「美ら島沖縄」2005.10「美ら島沖縄」2005.10

八　

月

九　

月

第
四
十
四
次

沖
縄
県
豆
記
者　
帰
任
報
告

168

沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練

平成17年8月１日現在推計

※前月比674人増
136万4,781人

人口

世帯

※前月比881世帯増
49万6,798世帯

沖縄の人口
世帯の動き

　

沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
）
と
沖
縄
県
信
用
農
業
協
同

組
合
連
合
会
（
信
連
）、
沖
縄
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
経
済
連
）

と
の
統
合
に
関
し
、
八
月
二
十
二
日
、
稲
嶺
知
事
か
ら
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の

赤
嶺
勇
理
事
長
へ
認
可
書
が
交
付
さ
れ
た
。

　

交
付
式
の
中
で
、
稲
嶺
知
事
は
、「
統
合
を
機
に
、
我
が
国
唯
一
の
亜
熱

帯
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、
本
県
農
業
の
振
興
・
発
展
に
尽
く
さ
れ
、

一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
は
、
平
成
十
四
年
四
月
に
県
内
二
十
七
の
Ｊ
Ａ
が
合
併

し
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
自
己
資
本
比
率
の
向
上
な
ど
の
条
件
整
備
に
取

り
組
み
、
今
回
の
統
合
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
県
域
で
の
単
一
Ｊ
Ａ
は
、
奈
良
県
に
次
ぎ
全
国
で
二
例
目
と
な
る
。

　

九
月
九
日
、
県
庁
前
の
県
民
広
場
に
お
い
て
、
県
民
奉
仕
市
が
開
か
れ
た
。

　

県
民
奉
仕
市
と
は
、
農
林
高
校
や
水
産
高
校
で
作
っ
た
農
水
産
物
の
展
示
即
売

会
で
、
県
民
の
産
業
教
育
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
生
徒
の
学
習
意
欲
と
職
業

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

初
め
て
の
試
み
と
な
る
今

回
は
、
中
部
農
林
高
校
、
沖

縄
水
産
高
校
、翔
南
高
校
（
出

品
の
み
）
が
参
加
し
、
卵
、

ハ
ー
ブ
茶
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、

マ
グ
ロ
の
缶
詰
な
ど
自
作
の

生
産
物
を
直
接
販
売
し
た
。

　

奉
仕
市
は
、
稲
嶺
知
事
ら

関
係
者
や
多
く
の
買
い
物
客

で
賑
わ
っ
た
。
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表
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行
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告

表
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西
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マ
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ド
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表
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シ
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協
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ワ
ー
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ィ
ン
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九
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五

沖
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会
権
利
義
務
承
継
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可
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平
成
十
七
年
第
二
回
沖
縄
次
世
代
委
員
会

那
覇
港
管
理
組
合
八
月
議
会
開
会（
〜
二
十
五
日
）

表
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　
　
　
ボ
ー
ド
オ
ブ
ガ
バ
ナ
ー
ズ　
委
員　
尚
弘
子
氏

独
立
行
政
法
人

沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
発
足
式

表
敬　
農
水
産
業
協
同
組
合　

　
　
　
貯
金
保
険
機
構
理
事
長　
東
久
雄
氏

第
十
一
回
地
域
福
祉
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
及
び

第
二
回
か
り
ゆ
し
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
開
会
式

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
信
連・経
済
連
統
合
式
典
、祝
賀
会
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十
七
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縄
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総
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防
災
訓
練（
恩
納
村
）

沖
縄
県
本
人
確
認
情
報
保
護
審
議
会
委
嘱
状
交
付
式

事
業
報
告
会

ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・ウ
ィ
ン
グ
九
州
二
〇
〇
五

沖
縄
県
環
境
審
議
会
委
員
辞
令
交
付
式

表
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国
立
政
策
研
究
大
学
院
大
学

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
留
学
生
一
行

海
フ
ェ
ス
タ
お
き
な
わ
第
三
回
総
会

視
察　
若
夏
学
院
、中
央
児
童
相
談
所
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七
月
末
に
皇
居
や
国
会
議
事
堂
、
首
相
官
邸
、
北
方
領
土
資
料

館
な
ど
を
取
材
し
た
沖
縄
県
豆
記
者
団
の
代
表
が
、
八
月
十
六
日
、

県
庁
を
訪
れ
、
稲
嶺
知
事
へ
帰
任
報
告
を
行
っ
た
。

　

一
行
は
、
皇
太
子
殿
下
と
の
ご
接
見
の
様
子
や
首
相
官
邸
で
「
鳩

間
節
」
を
踊
っ
た
事
な
ど
、
取
材
先
で
の
思
い
出
を
楽
し
そ
う
に

報
告
し
た
。

　

稲
嶺
知
事
は
、「
今
回
の
体
験
は
皆
さ
ん
の
将
来
に
と
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
う
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

豆
記
者
の
活
動
は
、
本
土
と
沖
縄
の
小
中
学
生
が
相
互
に
交
流

す
る
こ
と
で
、
実
情
を
理
解
し
、
友
情
を
深
め
る
た
め
に
、
昭
和

三
十
七
年
か
ら
開
始
し
た
。

　

夏
休
み
に
沖
縄
か
ら
本
土
へ
、
冬
休
み
に
本
土
か
ら
沖
縄
へ
派
遣

さ
れ
、
取
材
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

九
月
二
日
、県
は
、恩
納
漁
港
、恩
納
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
広
場
を
主
会
場
に
、
平
成
十
七
年
度
沖
縄
県
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

今
年
の
訓
練
は
、ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
伴
う
津
波
災
害

を
教
訓
と
し
た
大
規
模
な
津
波
避
難
訓
練
や
新
潟
県
中

越
地
震
を
教
訓
と
し
た
孤
立
者

救
助
訓
練
、高
齢
者
等
の
災
害
時

要
援
護
者
に
配
慮
し
た
避
難
訓

練
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

訓
練
に
は
、九
十
機
関
・
団
体
、

約
四
千
人
、
車
両
百
二
十
台
、
航

空
機
十
六
機
、船
舶
等
十
四
隻
が

参
加
し
た
。

FLASH県政
フラッシュ

8月・9月の動き

左から、宮里啓生君（前島小）、下地紘一郎君（長嶺小）、稲嶺知事、田良島穂乃香さん
（開南小）、大城咲乃さん（伊良波小）、上原千晶さん（昭和薬科大付属中）

県
民
奉
仕
市
の
開
催


